
[

上
田
市
議] 

オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
・
ビ
レ
ッ
ジ
は
有
機
農
産
物
の

産
地
作
り
を
す
す
め
る
も
の
で
、

こ
れ
に
取
り
組
め
ば
国
の
推
進
交

付
金
が
あ
る
。
生
産
だ
け
で
な

く
、
流
通
・
加
工
関
係
、
消
費
関

係
も
組
み
合
わ
せ
る
も
の
で
、
学

校
給
食
で
の
活
用
や
環
境
教
育
・

食
育
と
の
連
携
が
考
え
ら
れ
る
。 

国
は
２
０
２
５
年
ま
で
に
１
０
０

市
町
村
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
ビ
レ
ッ

ジ
宣
言
を
目
指
し
て
い
る
。
富
山

県
で
は
南
砺
市
と
富
山
市
で
実

施
し
、
２
３
年
度
で
は
全
国
で
８
３

地
区
と
な
っ
て
い
る
。 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
よ
り
、

世
界
は
戦
後
最
大
の
食
料
危
機

に
直
面
し
、
日
本
の
食
料
自
給

率
は
３
８
％
に
落
ち
込
ん
で
い

る
。
そ
の
う
え
肥
料
は
９
９
％

輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。
今
こ

そ
持
続
可
能
な
農
業
を
め
ざ
し

有
機
農
業
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
小
矢
部
市
が
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
・
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
し
て

は
ど
う
か
。 

【
産
業
建
設
部
長
】 

有
機

農
業
は
、
価
格
高
騰
し
て
い
る

化
学
肥
料
や
化
学
農
薬
の
使
用

量
の
抑
制
に
よ
る
コ
ス
ト
の
低

減
の
ほ
か
、
化
石
燃
料
か
ら
の

切
り
替
え
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
な
ど

か
ら
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
。
小
矢
部
市
で
は
、
南
砺
市

な
ど
先
進
地
の
事
業
効
果
な
ど

を
検
証
し
な
が
ら
、
検
討
を
進

め
て
い
く
。 
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庄
川
の
最
上
流
・
岐
阜

県
高
山
市
（
荘
川
町
六
厩

（む
ま
や
）地
内
）に
、
産
業

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
建

設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
埋
め
立
て
る
の
は
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
を
含
む
燃

え
殻
、
汚
泥
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
く
ず
、
金
属
く

ず
、
鉱
さ
い
（
鉱
物
の
精
錬
時
に
生

じ
る
不
純
物
）
、
ば
い
じ
ん
、
動
物

の
死
体
や
糞
尿
、
廃
石
綿
、
水
銀

な
ど
で
す
。 

上
田
市
議
は
、
「
こ
の
産
廃
計

画
に
は
庄
川
沿
岸
用
水
土
地
改
良

区
連
合
で
反
対
の
動
き
も
あ
る
。

小
矢
部
市
も
反
対
の
行
動
を
」
と

質
問
し
ま
し
た
。 

 

飲
料
水
、
農
業
用
水
、 

上
水
道
用
水
に
影
響 

 

【上
田
市
議
】 

庄
川
の
水
は
、

農
業
用
水
や
井
戸
水
、
市
上
水
道

の
水
源
の
一
つ
（
水
道
水
全
体
の

23
・６
％
）
で
あ
る
。
埋
立
処
分
場

は
２
６
年
間
で
終
了
す
る
計
画
だ

が
、
未
来
永
劫
管
理
が
必
要
で
あ

る
。
事
業
者
が
撤
退
す
れ
ば
地
元

や
下
流
の
自
治
体
が
税
金
で
管
理

を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ゴ
ム
製
遮
水
シ
ー
ト
が
劣
化
し
浸

み
だ
す
水
も
問
題
に
な
る
。
地
震

や
豪
雨
に
よ
る
災
害
へ
の
対
策
も

重
要
に
な
る
。 

【
企
画
政
策
部
長
】 

清
流
と

し
て
名
高
い
庄
川
や
豊
か
な
地
下

水
へ
の
影
響
、
長
期
に
わ
た
る
埋

立
地
の
管
理
な
ど
環
境
へ
の
負
荷

が
考
え
ら
れ
る
。
建
設
計
画
や
他

市
の
動
向
を
見
極
め
、
必
要
に
応

じ
て
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い

（参
考
・南
砺
、
砺
波
、
高
岡
、
射
水

の
４
市
議
会
は
岐
阜
県
知
事
に
慎

重
な
判
断
を
求
め
る
意
見
書
を
提

出
）。 【

上
田
市
議
】 

庄
川
の
き
れ

い
な
水
を
守
る
た
め
に
市
と
し
て

も
力
を
つ
く
し
て
も
ら
い
た
い
。 

９月議会 上田由美子市議の一般質問 

[

上
田
市
議] 

小
矢
部
市
産

の
米
を
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
炊
飯
す
れ
ば
、
地
産
地
消
を

確
実
に
実
施
で
き
る
。
市
が
委

託
し
て
い
る
炊
飯
業
者
で
は
、

コ
メ
の
品
種
が
同
じ
で
あ
れ

ば
、
小
矢
部
市
以
外
の
産
地
の

米
と
い
っ
し
ょ
に
炊
飯
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
１
０
０
％

小
矢
部
産
の
米
を
小
中
学
生
に

食
べ
て
も
ら
う
に
は
、
新
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
に
炊
飯
設
備
が

必
要
だ
。 

 [

教
育
長] 

給
食
セ
ン
タ
ー

は
安
全
性
が
大
前
提
だ
。
米
飯
に

お
け
る
地
産
地
消
も
大
事
で
あ

る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
今

後
改
善
し
て
い
き
た
い
。 

(

市
議
会
総
合
計
画
特
別
委

＝
８
月
１
８
日)

 

 

９
月
議
会
一
般
会

計
補
正
予
算
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
助
成
費
、
小
学
生
か

ら
１
８
歳
年
度
末
ま
で
の
子
ど
も

の
予
防
接
種
費
用
１
回
３
０
０
０

円
分
、
計
４
３
３
万
３
千
円
が
決

ま
り
ま
し
た
。
当
初
予
算
で
は
、

小
学
校
入
学
前
１
回
３
０
０
０
円

と
小
中
学
生
１
回
１
０
０
０
円
で

し
た
の
で
、
今
回
増
額
さ
れ
、
高

校
生
の
年
代
も
含
め
ま
す
。
日
本

共
産
党
や
市
民
団
体
が
く
り
か
え

し
要
望
し
て
い
た
も
の
で
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
経

費
の
増
と
し
て
２
３
７
８
万
円
、
接

種
体
制
確
保
経
費
の
増
と
し
て
２

４
６
０
万
円
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種 

一般会計 

補正予算 

 

 

質問する上田市議 

  五郎丸 

 ヒガンバナの里 

 

テ
レ
ビ
を
つ
け
た
ら
、
パ
レ
ス

チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
で
女
の
子
が

「
わ
た
し
た
ち
の
命
・
・
・
怖

い
・
・
・
ど
こ
に
逃
げ
た
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
い
」
。
父
親
ら
し
き
腕
に

抱
き
か
か
え
ら
れ
な
が
ら
嗚
咽
し
て

い
た
▼
ハ
マ
ス
の
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
無
差

別
攻
撃
と
民
間
人
の
連
行
、
イ
ス
ラ
エ

ル
軍
の
ガ
ザ
地
区
へ
の
暴
力
の
応
酬
と

同
地
区
へ
の
電
力
、
食
料
、
燃
料
な
ど

の
遮
断
な
ど
、
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
▼

日
本
共
産
党
は
「暴
力
の
応
酬
の
悪
循

環
を
止
め
、
双
方
は
最
大
限
の
自
制

を
」
と
、
関
係
各
国
に
直
接
呼
び
か
け

て
い
る
。
①
イ
ス
ラ
エ
ル
の
占
領
地
か

ら
の
撤
退
、
②
パ
レ
ス
チ
ナ
独
立
国
家

樹
立
、
③
両
者
の
生
存
権
の
相
互
承

認
と
い
う
三
原
則
は
、
国
連
決
議
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
国
際
的
な
合
意
で
も

あ
る
▼
日
本
共
産
党
は
今
年
で
創
立

１
０
１
周
年
の
老
舗
で
あ
る
。
戦
前
、

日
本
に
よ
る
韓
国
や
中
国
、
ア
ジ
ア
諸

国
へ
の
侵
略
に
命
が
け
で
反
対
し
て
き

た
。
戦
後
も
ア
メ
リ
カ
に
も
、
ソ
連
、
中

国
に
も
自
主
独
立
で
言
う
べ
き
こ
と

を
主
張
し
、
ど
ん
な
迫
害
を
受
け
て

も
節
を
曲
げ
ず
に
、
平
和
と
国
民
生

活
擁
護
で
が
ん
ば
っ
て
き
た
▼
時
の

権
力
は
こ
ん
な
党
が
邪
魔
で
つ
ぶ
そ

う
と
襲
い
か
か
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
１

９
４
９
年
の
列
車
転
覆
事
件
、
松
川

事
件
▼
最
近
、
岩
波
書
店
か
ら
発
行

さ
れ
た
『
昭
和
天
皇
拝
謁
記
』
に
驚
く

記
述
が
。
天
皇
が
、
朝
鮮
戦
争
休
戦
の

こ
ろ
「
法
務
大
臣
に
き
い
た
が
、
松
川

事
件
は
ア
メ
リ
カ
が
や
っ
て
共
産
党
の

せ
い
に
し
た
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
こ
の

一
大
冤
罪
事
件
は
、
市
民
の
運
動
に

よ
っ
て
最
高
裁
で
完
全
無
罪
と
な
っ
た

▼
道
理
あ
る
主
張
は
世
界
を
動
か

す
。
暴
力
と
軍
事
で
平
和
を
つ
く
れ
な

い
。
テ
レ
ビ
を
見
て
隣
の
人
と
語
り

合
っ
て
み
よ
う
。
小
さ
な
声
で
も
一
人

一
人
の
声
が
平
和
を
つ
く
る
。
ベ
ト
ナ

ム
反
戦
運
動
の
と
き
が
そ
う
だ
っ
た
。  

 

大軍拡ノーをアピール＝１０月１６日、本町交差点 


